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委員長委員長委員長委員長　ただいまから平成12年度第18回杉並区教育委員会定例会を開催いたしま

　す。本日の議事録署名委員は、鬼丸委員にお願いいたします。第１議案、「教

　育委員長職務代理者の選任について」を上程いたします。現在委員長職務代理

　者をお務めいただいている大門委員の職務代理者の任期が満了いたします。こ

　のため委員長職務代理者の選任をしなければなりませんので、議題といたしま

　す。

　選任の方法ですが、会議規則第６条の規程により、投票または指名推薦の方

法がございますが、いかがいたしましょうか。鬼丸委員どうぞ。

鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員　指名推薦がよろしいと思います。

委員長委員長委員長委員長　指名推薦の方法にてとのご意見でございますが、異議ございませんか。

（「異議なし」の声）

委員長委員長委員長委員長　異議ないということでございますので、指名推薦によることといたしま

　す。それではご指名をお願いいたします。鬼丸委員どうぞ。

鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員　よろしいでしょうか。大門委員に再びお願いしたいと思います。

委員長委員長委員長委員長　はい、ただいま大門委員の指名がございましたが、ほかにございません

　か。

（「なし」の声）

　　ないようでございますので、大門委員が委員長職務代理者に就任することで

　異議ありませんか。

（「異議なし」の声）

委員長委員長委員長委員長　異議がございませんので、大門委員に本日より平成 13 年９月 26 日まで

　の１年間、委員長職務代理者をお願いいたします。以上で委員長職務代理者の

　選任を終了いたします。大門委員長職務代理者のご挨拶をいただきます。

大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者　余計なことを言うことが多いので、もう少し静かな所に移った

　ほうがいいかもしれないと思っていましたが、やらせていただきたいと思いま

　すので、よろしくお願いいたします。

委員長委員長委員長委員長　決してそんなことはございませんので、よろしくお願いいたします。そ

　れでは日程の１を終わりまして、日程第２、議案第 77 号「杉並区立図書館協議

　会委員の委嘱について」。説明をお願いいたします。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　それでは提案理由から説明させていただきます。まず図書館協

　議会の委員の任期が今月９月末日をもって任期満了となりますので、今回提案
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　するものでございます。任期は２年でございます。定員は 10 名でございます。

　　それでは議案を朗読させていただきます。

　「議案第 77 号、杉並区立図書館協議会委員の委嘱について、右の議案を提出

する。平成 12 年９月 27 日。提出者、杉並区教育委員会教育長與川幸男。

　次の者を杉並区立図書館協議会委員に委嘱する。平成 12 年 10 月１日付。規

則第３条第１号該当、東京都武蔵村山市本町２丁目、原田美智子。規則第３条

第１号該当、東京都杉並区高井戸東１丁目、渡辺和子。規則第３条第２号該当、

東京都杉並区大宮１丁目、市川早苗　規則第３条第２号該当、東京都杉並区荻

窪４丁目、大塚誠一。規則第３条第２号該当、東京都杉並区今川４丁目、小林

牧子。規則第３条第３号該当、東京都杉並区成田東４丁目、大場裕洪。規則第

３条第４号該当、東京都練馬区旭丘１丁目、佐藤政孝。規則第３条第４号該当、

東京都国分寺市並木町２丁目、畠山忠治郎。規則第３条第４号該当、東京都杉

並区阿佐谷北３丁目、西内ミナミ。規則第３条第４号該当、東京都杉並区高井

戸東３丁目、糸賀雅児。

　提案理由、任期満了に伴い新たに委嘱する必要がある。」

　次の頁に図書館協議会の名簿が入っております。上から４人目まで、原田さ

ん、渡辺さん、市川さん、大塚さんにつきましては、今回新規の委嘱になりま

す。１人飛びまして大場裕洪さんも新規で、５人が今回の新規の委嘱になりま

す。あとの方は、引続きということになります。その後ろに履歴書が付いてお

ります。これは参考にご覧いただければと思います。以上でございます。

委員長委員長委員長委員長　ありがとうございます。何かご質問等ございますか。

（「なし」の声）

　　よろしいですか。ではお認めいただいたことといたします。

　次に報告案件に移らせていただきます。第１は、「杉並区行財政改革懇談会

の提言について」、２番、「第３回区議会定例会の一般質問について」、以上

庶務課長お願いいたします。

庶務課長庶務課長庶務課長庶務課長　それでは私から２点についてご報告させていただきます。まず第１点

　目、行財政改革懇談会からの提言ということで、これはすでにお配りしてご覧

　いただいているかと思いますが、昨年 12 月に懇談会が設置され、今年９月に区

　長に提言されたものです。毎年区としてもそれぞれ行革に取組んでおり、現在

　も本部会を設置しております。教育委員会関連についてもいくつか課題に載っ
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　ております。これらについては次回の教育委員会の中で教育委員会に関するも

　のの現時点での考え方をご報告させていただきたいと考えています。これにつ

　いては以上です。

　いま委員長にも出席いただいております本会議第３回定例会の関係でござい

ますが、資料として本日お出ししてございますが、本会議答弁一覧ということ

で、まとめてございます。これは一般質問の関係で教育委員会に関わる部分、

それらを取りまとめてございます。教育委員会に関しましては、６人の議員か

らご質問がございまして、大きく分けて５点の質問項目になっております。１

点目が、高井戸第二小学校のプール事故に関する教育委員会の見解、対応、そ

ういったところを主とした質問でございます。

　２つ目には、障害児教育に関する課題の捉え方についての質問。３点目が、

現在大宮中で生ごみの炭化処理というものを試行しております。それらについ

ての現状と今後の進め方についてのご質問でございます。４点目が、「子ども

と読書」というテーマになるかと思いますが、学校図書館の関係、学校での図

書の活用の関係。今回中央図書館からもご報告いたしますが、ブックスタート

という事業についてのご質問が主でございます。

　５点目としては、行革関連ということで、給食の委託化についての中間のま

とめというものが取りまとめてございますので、これらについての考え方、こ

れからの進め方についてのご質問ということでした。それらを質問要旨と答弁

要旨ということで一覧にしたものでございます。私からは以上です。

委員長委員長委員長委員長　はい、非常によくまとめていただいて、お話されましたのでよくおわか

　りだと思いますが、質問も聞いていていろいろありまして、区長さんに「区長

　さんは幼いときにどんな本を読まれましたか」という質問も出ておりました。

　こういうことですが、何かございますか。今回の質問で特に教育長、教育委員

　会として心していかなければというような印象の深いものは何かございました

　か。

教育長教育長教育長教育長　そうですね、今回やはり共産党の原口議員が高井戸第二小学校の水の事

　故ということで、かなり詳細にわたって質問がございましたので、その件につ

　いては私からも冒頭に答弁をさせていただき、深くご本人ならびにご家族の方

　にお詫びをするとともに、皆さまにご心配をかけましたということを入口にし

　ながら、学校の監視体制の不備が複合的に重なったということを明確に答弁せ
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　ざるを得ないと言いますか、答弁したというのが今回特に強調されるべきこと

　なのかなという感じでございます。あとは大体従来から問われていることかと

　思います。敢えて言えば、大宮中学校の給食残飯の処理について、堆肥化など

　ということはよくございますが、今回は炭化処理ということで炭状のものにし

　て、それをさまざまなものに加工できる、再利用ができるということで、それ

　がユニークかなと思います。あとは「子ども読書年」が今年であるということ

　で、それに関連してブックスタートという乳幼児期からの絵本なり、本を親御

　さんが読み聞かせるというような、そういう種類の新しい事業を始めるという

　ことあたりが特徴的かと思います。あとは大体従前から問われていることを再

　度また問うということで、特に行政改革関連で問うということがいろいろあっ

　たかと思います。

委員長委員長委員長委員長　ありがとうございました。特にご質問はございませんか。

（｢なし｣の声）

　　それでは１、２については以上で終わりますが、いま庶務課長から話があり

　ましたように、今日は後ほど学校訪問という予定もございまして、詳しくこの

　提言を説明することはできないということで、またの機会に折々これについて

　話があるということでございますので、ご了解いただきたいと思います。

　３番、「平成 12 年度研究奨励校発表会の日程について」。指導室長お願いし

ます。

指導室長指導室長指導室長指導室長　以前に研究奨励校の発表につきましては、ご報告申し上げておるとこ

　ろでございましたが、発表期日が確定しておりませんでしたので、今回は正式

　に発表日が決定したものをご提示いたしました。

　いま各幼稚園、小学校、中学校等、健康学園も含めて６校が今年度発表とい

うことで、研究等にもだいぶ推進がかかってきたということで、それぞれの学

校の発表を期待しているところでございます。各教育委員の先生方におかれま

しても、お時間等ございますでしょうが、おいでいただいて、元気付けたり、

またご指導いただければ大変ありがたいと指導室では思っております。私から

は以上でございます。

教育長教育長教育長教育長　それに関連して、日付が書いてあるのはありがたいのですが、委員の先

　生方にもご出席いただくということになりますと時間がわかれば、ここで時間

　をお教えいただければと思います。後ほどでも結構でございますが。
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指導室長指導室長指導室長指導室長　はい、わかりました。委員会が終わりましたらすぐお示しいたします。

　申しわ けございません。

教育長教育長教育長教育長　はい。

委員長委員長委員長委員長　この中でやはり４番の南伊豆健康学園の発表会でございますが、よその

　学校と形態が違いますので、泊を伴う参加ということになろうかと思いますの

　で、教育委員の先生方にもいろいろご用、健康状態もございますでしょうから、

　これもどのようになるのか。やはり一晩泊る覚悟で行くようにするのか。発表

　のたびにバスを仕立てて各学校からの参加者も一緒に行ったような記憶があり

　ますが、何か具体的に。

指導室長指導室長指導室長指導室長　まだそこまでの情報がありませんので、早急にその情報を確認いたし

　まして、お知らせしたいと思っております。またほかの所管との連絡、調整に

　もあたりたいと思っております。

委員長委員長委員長委員長　時期的に我々にも南伊豆健康学園の父母の方から、いろいろな電話が入

　ったり、私的な時間をだいぶそういうことで費やされたり、本が送られてきた

　りしていますので、関心も高い時期でございましょうから、抜かりなくその辺

　はお願いしたいと思います。

　室長は初めてのご経験ですが、我々も極力参加することに努力をしておりま

すが、やはり仕事などで参加できないことについては、ご了承いただきたいと

思います。

指導室長指導室長指導室長指導室長　はい、かしこまりました。

委員長委員長委員長委員長　それではこの件につきましては、よろしいでしょうか。時間については

　後ほどということで、南伊豆の参加の仕方についてもまた別な方法になろうか

　と思いますが、よろしくお願いいたします。

　４番、「ブックスタート事業の試行について」。中央図書館次長、お願いし

ます。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　はい、それでは私から説明させていただきます。ブックスター

　ト事業の試行についてですが、このことをパイロット・スタディという呼び方

　をしております。これは「子ども読書年」推進会議で付けた名称のようです。

　先ほど教育長からお話があったのですが、初めにブックスタートというあまり

　なじみがない言葉ですので、ブックスタートから説明させていただきます。別

　添資料が付いておりますが、ざっと概要を説明をさせていただきます。



                                      -   -7

　ブックスタートとは、1992 年に英国のバーミンガムで始まり、英国全土の

90％の地域まで普及した運動でございます。絵本を直接手渡すことで、赤ちゃ

んと本の出会いを作る運動でございます。つまり本を通して、赤ちゃんと楽し

い時間を分かち合うことを応援するものでございます。

　内容といたしましては、保健所で実施されております乳幼児検診の参加者に

赤ちゃん絵本や、アドバイス集、地域の図書館や保健センター、児童館など公

共サービスに関する情報などが入りましたブックスタート・パックをお渡しし、

そこで図書館員や保健婦が子どもと本の時間を持つ楽しさ、子どもの発育にお

ける本の時間の大切さについてお話をいたします。そして地域の中で乳幼児向

けのお話し会や遊び会を開催いたしまして、子どもが成長に応じて、より多く

の絵本と出会うことが出来、保護者が地域の中で楽しく子育てが出来る環境を

整えるフォローアップ体制を作っていくという運動でございます。

　それでは初めに戻りまして、パイロット・スタディ、杉並区でのこの事業の

試行について説明させていただきます。初めに運営主体及び費用負担でござい

ますが、これは「子ども読書年」推進会議ですべて行います。運営主体及び費

用もすべて「子ども読書年」推進会議で賄うことになっております。目的でご

ざいますが、２点ございます。１点目が、英国で始まったブックスタートをま

ず日本の社会に合った形で展開していくに当たりまして、具体的なパックの内

容とか、地域の中での連携推進体制作りの検討をするということが、１つの目

的でございます。２点目が、ブックスタートがどのような効果を及ぼすかにつ

いて、調査をすることでございます。具体的にはブックスタートの効果の研究

とか、現在の保護者の読み聞かせ観、読み聞かせ行動に関する基礎データの収

集などでございます。

　次に実施の内容です。保健所の乳幼児健診の際、現在４カ月健診を予定して

おりますが、その際にブックスタート・パックを約 300 家庭に配付いたしまし

て、無配付家庭というのも 300 家庭とりまして、その違いを調査、研究すると

いうことになります。期間といたしまして、第１回目が平成 12 年 11 月から 12

月。２回目が来年５月から６月となっております。場所は各保健センターで、

方法については先ほどブックスタートの所でもお話しましたが、現在のところ

４カ月健診の会場へ図書館の職員が出向きまして、保健婦とともに赤ちゃんと

本のひとときを持つ大切さなどを説明して、協力を求めると。具体的にはこう
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いう形になっております。

　先ほども少し説明いたしましたが、ブックスタート・パック、これを約 300

家庭を対象に配付いたします。配付しない家庭につきましても協力を求めまし

て、アンケート調査を依頼するという形になります。これは「子ども読書年」

推進会議が行うのですが、その後１歳、２歳、３歳時点で約 200 から 300 家庭

に対しまして、アンケート調査を行うという試行でございます。以上でござい

ます。

委員長委員長委員長委員長　これは図書館事業としても、家庭に入り込む初めての事業のようでござ

　いますので、十分検討されたことだろうと思います。まだ時間もありますので、

　何かございましたらひとつお願いします。

教育長教育長教育長教育長　パイロット・スタディというのはあくまでも試行研究という意味ですか

　ら、これはサブタイトルではないのです。サブタイトルは、「シェア・ブック

　ス・ヴィズ・ユア・ベイビー（Share books with your baby.）」。それがサブ

　タイトルです。パイロット・スタディというのはあくまでもパイロット校と同

　じですから、単なる試行研究という意味ですからね。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　そうだと思います。パイロット・スタディという名称で推進会

　議が呼んでいるということで、その名称を使っているということです。

教育長教育長教育長教育長　パイロット・スタディは中身を表現していないです。いろいろな事業も

　パイロット・スタディはいっぱいあるわけです。例えば杉並区のパソコン、イ

　ンターネットのパイロット校などというのをやっています。それと同じような

　意味ですから、パイロット校だけでは、あるいはパイロット研究だけでは中身

　は見えないです。だからサブタイトルは、「子どもと一緒に本を分かち合おう」

　ということではないですか。

鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員　質問ですが、実施のときの④の方法ですが、１歳、２歳、３歳の時点

　でアンケートをとるとありますが、アンケートの対象はブックスタート・パッ

　クを配った家庭と配らない家庭、この両方にするのではないのですか。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　この辺ですが、主体は推進会議なので、詳しくは聞いてないの

　ですが、おそらくアンケートを配った家庭と配らない家庭、両方を含んでいる

　と理解しているのですが。

鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員　パイロット・スタディだという意味であれば、まず４カ月健診でブッ

　クスタート・パックを配った家庭と、配らない家庭とでどう違うか。即座に違
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　うというというのも多分アンケート調査だと思うのです。その後配った家庭と

　配らない家庭で、成長していってどう違うかというのを比較するつもりだとす

　れば、その辺は 200 から 300 の家庭に対してアンケート調査というと、その上

　の 600 家庭に配っているのに、何でこういう数字になるのかと。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　確かに 300 家庭に配付して、無配付家庭が 300 家庭、アンケー

　ト調査を行うのですが、回収がおそらく 100％ではなかろうというのがあるよ

　うです。600 家庭全部に行うのは、かなりきついという、おそらくそういうこ

　とではないかと想像しているのです。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　いわゆる追跡調査、言葉はあれですが。そういう流れだと思いま

　す。

教育長教育長教育長教育長　やり方をうまくやらないと、無配付家庭については、パックを欲しいと。

　もらえないのに、もらったほうがいい結果が出て、もらえないのが悪い結果が

　出るのはみすみすわかっているではないかという感じで、そういうリアクショ

　ンに対するフォローというのはどうなのでしょうか。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　そこがなかなか難しいところだと思います。だから一緒の家庭で

　は、あなたには配ります、あなたには配りませんというのはできないと思って

　いるのです。ですから時期をずらす。大体杉並で乳幼児が、年に 3,000 人ちょ

　っといるんです。そうすると大体１カ月で 300 サンプル、300 というのは１カ

　月ちょっとで取れるのです。ですから２カ月でたぶん分けてやらざるを得ない

　のではないかと思うのです。フォローアップにしても配らない人に参加をせが

　むのは出来ないです。

委員長委員長委員長委員長　これ、調査するということ自体が、ブックスタートという事業が非常に

　人間が育っていく上に、有効だという、そういう前提があるわけでしょう。そ

　れがわかっていたら、健診に来た人たちは、皆やりたくなるのが人情ではない

　のでしょうか。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　そのとおりだと思います。

委員長委員長委員長委員長　無理やり私はやりませんという人がいればいいけれど。こういう機会を

　与えられたとしたら、私もやりたい、私もやってみたいというのが杉並区の乳

　幼児を持つ親御さんの気持ではないかと思いますが。何か２つの道をどっちの

　道を通っても、富士山の頂上に行かれるという、あなたがどちらの道を通るか、

　というのなら、これは調査ということも意味があるのだけれども。ブックスタ
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　ートがいいものだとイギリスのバーミンガムでやって、いいことを知っていな

　がら、私はやりませんという親を選ぶというのも、これはあるいは無理にあな

　たにはやりませんというわけには。これはどうなのでしょうか。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　確かにそうなのです。やり方についてかなり具体的に難しいと

　いうことが話に出まして、はじめは保健センターがいくつかありますので、保

　健センターを分けて、こちらの保健センターではパックを配付し、こちらでは

　アンケート調査だけに協力してもらうというような分け方をしようと考えてい

　たようです。ところが杉並区の中でも地域差というのがあるので、調査結果か

　らいくと、地域差が出るとまずいということになりまして、おそらく今後、日

　にち、期間でずらしていくような形になるのではないかと、いまのところ思わ

　れます。この期間につきましては、パックを配付しますよと。その期間を過ぎ

　たら今度は配付をしない家庭のご協力をお願いをする。時間差でやらざるを得

　ないのかなと、現在のところそういう状況になっております。

鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員　逆にしてもいいのではないですか。最初配らない家庭を調査をしてか

　ら。

教育長教育長教育長教育長　なるほど。

大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者　ただ私、水を掛けるようなことを言って悪いのですが、ブック

　スタートはかなりの家庭でしていらっしゃると思うのです。パックをもらうか

　もらわないかにかかわらず。だからブックスタートをしているのとしていない

　のとの比較などというのは、ほとんど出来ないのだと思います。パックをもら

　うと、急に子どもが良くなるというのなら、それこそ子どもが生まれたら、皆

　パックを配らなければならない。だから水掛けして悪いのだけれども、何を本

　当に調べたいのか。そういうことをもう一遍よく考えて調査事項を決めて、調

　査方法も考えたほうがいいのではないですか。パックの有る無しでは、意味が

　ないと私は思うのです。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　パックその後の問題です。パックを配っただけで云々というので

　はなくて、そういうものをひとつのきっかけとして、どのようにしていくかと

　いう問題がいちばんのポイントだと思います。

鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員鬼丸委員　アンケートの中身が難しいと思うのです。これを機会に親子ともども、

　子どもは無理としても、本をいろいろあさってきて、しょっちゅう見るように

　なったかどうかがいちばん問題です。そうする家庭とそうしない家庭ですごく
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　差が出るという、そこの問題ではないでしょうか。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　基本的には「子ども読書年」推進会議が推進母体になっているの

　ですが、やはりイギリスで一定の効果があるということが客観的に証明されて

　いると。それをやはり日本の地域でやる場合に、やり方などもイギリスと同じ

　では駄目だろうと。やはりやり方を日本に合った方法を摸索したいというのも

　ひとつです。一般論としては、確かに効果はあるだろうけれども、果たしてそ

　れをある程度実証的なデータのもとで、裏付けを作りたいというようなことも

　あるようです。推進会議のもとにある大学のやはり調査機関が、大学の先生で

　すか、こういう方が参画しているようです。

大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者　私は孫がいるものですから、孫にどういう本が面白いか見るた

　めに、図書館の児童コーナーにときどき行くのです。お母さんたちとても熱心

　で、多いです。並んでいる本もなかなかいい本がある。子どもが這い回りなが

　ら出したり、引っ張ったりできるように、願わくはじゅうたんを敷いてもらっ

　たほうがいいのではないかなと思っています。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　それは図書館としてもこの３月から赤ちゃん絵本のリスト、１つ

　のアドバイス集と、こんな絵本はいかがでしょうかという冊子を作って、保健

　所等で現実に配っているのもあるのです。

大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者大門職務代理者　そうですね、そんなのを見たこともある。

委員長委員長委員長委員長　要するに、この運動を杉並でも親御さんたちに是非取り入れてもらって、

　子ども の養育のひとつの方法としてというのが狙いなのでしょう。

中央図書館長中央図書館長中央図書館長中央図書館長　最終的には。

委員長委員長委員長委員長　そこでやったのとやらないのを比較するという調査は、何を目途として

　いるのか。やればいいということは、もうイギリスでもわかっているというの

　ですから。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　ちなみにアンケートの内容をお話したいと思います。乳児の読

　み聞かせに対する現況と親の考え方。大きくは育児不安やストレスと育児サポ

　ートの現状、地域とのつながり。もう１つは、ブックスタート・パックに関す

　る質問。大きく分けますと、この３つになっております。乳児の読み聞かせに

　対する現況と、親の考えの中には、いつごろから読み聞かせをすると良いと思

　うかとか、どんな絵本の見方をしたいか。それはなぜかと。図書館、書店はい

　つから利用したいと思うかとか。絵本、テレビについて。このような内容にな
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　っております。ブックスタート・パックの中身に対する質問につきましては、

　ブックスタートへの感想とか、配付の仕方や説明内容、ブックスタートの効果、

　父親の読み聞かせ参加度、子どもの様子。このような内容がアンケートの中身

　のようでございます。

委員長委員長委員長委員長　いまの質問を聞くと、皆、ブックスタートした人たち、パックをもらっ

　た人たちの答えになるわけだね。もらわない人は。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　いや、必ずしもそうではないです。

委員長委員長委員長委員長　そうではないですか。

丸田委員丸田委員丸田委員丸田委員　まだいろいろこれから検討されるのでしょう。やはりこれをやる意味、

　目的をもう少し明確にさせて、設問を作るといいと思うのです。最終的には、

　公がなぜこういったことに取り組んでいくのかと。それから中央図書館、図書

　館自体が地域に飛び込んでいくと。それから保健婦さんも抱き込んで、縦割り

　ではなくて、横のつながりでやっていくという、その意味というのをもう少し

　浸透させて、啓発させるか。こういうアンケートをされる両方の人たち。そう

　いったことから今後どのあたりまで、どのようにやったらいいのかとか。その

　辺の手法を開発することを、何かストーリーの中に組み入れられたほうがいい

　のかなと。意義があるのはわかっているのだから、先ほど館長がおっしゃった

　ように日本的なやり方というのをどのようにしたらいいのかということ。その

　あり方、その辺の的を射たほうがいい。

中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長中央図書館次長　当初「子ども読書年」推進会議からこの依頼がありましたとき

　に、もちろん図書館だけでは対応できませんので、保健衛生部とか、女性・児

　童部と三部で協議をいたしまして、こういうことになったわけです。この事業

　というかこの試行も含めて本格的に始めるのはもちろんのことなのですが、フ

　ォローアップの体制をいかに作っていくかということが、いちばんの基本にな

　るのではないか、大変なことだと思うのです。それをどうやってやっていくか

　ということを今後、三部で調整して、話しをしながら進めていきたいと思いま

　す。

委員長委員長委員長委員長　やはり大事なことだから、日本的なことと言うか、ことに杉並的なとい

　う、杉並のそういう方たちはどういうことで。やればいいということはわかっ

　ているのだけれども、もしもできないとしたら、その隘路はどういうことなの

　かということでも、聞けば話はわかるのだけれども。配る人と配らない人とを



                                      -   -13

　作為的に作って、何かと。やはりここではもらないけれども、大門委員の話の

　ように、親御さんやおじいさん、おばあさんが子どもを連れて行って、図書館

　であるとか、自分で買って来て、本人に。そういう人も多かろうから出来にく

　い。ブックスタートというのはいいということはわかっている。それが出来に

　くい、親の忙しさ、母親のお勤めの関係。そういうことで読み聞かせがなかな

　か、こういうことで出来ないのだとか。そういうことを杉並として洗い出した

　ほうがより有効のような気がします。これは感想だから。皆さんのほうでいろ

　いろ検討されてやっていただければいいと思います。ひとつそこらを我々の疑

　問として、提出したということで受け取ってください。

　それでは庶務課長、次回の予定をお願いします。

庶務課長庶務課長庶務課長庶務課長　次回は 10 月 18 日（水）、10 時から。10 月 11 日から 13 日まで視察

　ということになっておりますので、その後に日程を変更いたしました。

委員長委員長委員長委員長　18 日の 10 時ですね。

庶務課長庶務課長庶務課長庶務課長　はい。

委員長委員長委員長委員長　直接、学校訪問はないのですね。

庶務課長庶務課長庶務課長庶務課長　ないです。次回の 18 日の部分は、11 月議会との関係等がございます

　ので、教育長の意見聴取の関係ですとか、先ほどご報告した行革、そういった

　ことを議題にして予定しています。

委員長委員長委員長委員長　そうすると学校訪問がなければ、教育委員会は午後２時からということ

　が大体常識になっていますが、それが午後２時でないというのは、区議会が関

　係しているということですか。

庶務課長庶務課長庶務課長庶務課長　ほかのスケジュールとの関係がありますので。

委員長委員長委員長委員長　そういうことで 10 時ということです。それでは次回は 10 月 18 日（水）

　午前 10 時だそうです。それでは今日の教育委員会はこれで閉会にいたします。

　　ご苦労さまでした。


